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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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両
立
支
援
と
は
、「
両
方
と
も
支
障
な
く
成
り
立
つ
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
政

府
や
企
業
が
取
組
み
を
促
進
し
て
い
る
、
仕
事
と
育
児・

介
護
の
両
立
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

両
立
支
援
は
社
会
・
企
業
・
個
人
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

ま
ず
、
個
人
の
事
情
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な「
仕
事
」
と

「
育
児
・
介
護
」に
つ
い
て
、
政
府
や
企
業
が
な
ぜ
両
立
を

支
援
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

「
今
後
の
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
支
援
に
関
す
る

研
究
会
報
告
書
」※１
に
両
立
支
援
に
取
り
組
む
意
義
に
つ

い
て
記
載
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
は
、「
少
子
高
齢

化
に
よ
り
人
口
減
少
が
加
速
化
す
る
な
か
で
、
社
会
経

済
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
産
性

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
人
材
が
働
き
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
離
職

理
由
と
し
て
大
き
い
育
児
や
介
護
の
事
情
が
発
生
し
て

も
、
労
働
者
の
希
望
に
対
応
し
つ
つ
就
業
を
継
続
で
き

る
制
度
や
環
境
整
備
と
い
っ
た
両
立
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
社
会
や
企
業
と
し
て
は
労
働
力
の
確
保
、
本
人
と

し
て
は
望
む
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
や
企
業
が
両
立
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
出

生
率
の
減
少（
２
０
２
２〈
令
和
４
〉年
で
過
去
最
低
）、

生
産
年
齢
人
口
※２
の
減
少
（
１
９
９
５
〈
平
成
７
〉
年

を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
）
や
価
値
観
の
多
様
化
（
家
庭

事
情
・
年
齢
に
関
係
な
く
働
き
た
い
な
ど
）
と
い
っ
た

現
状
を
考
慮
す
る
と
、
社
会
・
企
業
や
本
人
の
い
ず
れ

に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

政
府
の
取
組
み

次
に
、
政
府
と
企
業
の
具
体
的
な
取
組
み
内
容
に
つ
い

て
み
て
い
き
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
、「
関
連
法
」、「
認

定
制
度
」、「
助
成
金
」
の
三
つ
の
観
点
か
ら
両
立
支
援
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
関
連
法
に
つ
い
て
は
、「
育
児
・
介

護
休
業
法
」
が
１
９
９
1
年
に
成
立
し
て
い
ま
す
が
、
２

０
２
１
年
６
月
に
さ
ら
に
両
立
支
援
を
推
進
す
る
改
正
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
も
な
改
正
点
と
し
て
、
男
性
の
育
児

参
加
を
後
押
し
す
る
た
め
に
「
産
後
パ
パ
育
休（
出
生
時

育
児
休
業
）制
度
」が
創
設
さ
れ
、
１
歳
ま
で
の
育
児
休

業
と
は
別
に
産
後
８
週
間
以
内
に
４
週
間
（
28
日
）を
限

度
と
し
て
２
回
に
分
け
て
休
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

原
則
１
回
ま
で
し
か
取
得
で
き
な
か
っ
た
１
歳
ま
で
の
育

児
休
業
に
つ
い
て
も
、
男
女
と
も
そ
れ
ぞ
れ
２
回
ま
で
取

得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
両
立
支
援
を
推
進

す
る
動
機
づ
け
を
図
る
た
め
に
、
お
も
に
次
の
よ
う
な

認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
え
る
ぼ
し
認
定
…
女
性
の
活
躍
促
進
に
関
す
る
状
況
な

ど
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。認
定
の
段
階
は

「両立支援」

※1　厚生労働省『今後の仕事と育児・介護の両立支援に関する研究会報告書』（2023年６月）
※2　生産年齢人口……生産労働を中心となって支える15歳から64歳の人口
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員
も
含
め
た
多
様
な
労
働
条
件
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
、
①
計
画
期
間
、
②
目
標
、
③
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
対
策
の
内
容
と
実
施
時
期
を

具
体
的
に
盛
り
込
み
策
定
す
る
も
の
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
の
実
施
…
育
児
・
介
護
休

業
法
が
対
象
と
す
る
制
度
の
利
用
を
理
由
と
し
た
解

雇
や
不
利
益
取
扱
い
な
ど
の
い
や
が
ら
せ
の
言
動

や
、
制
度
利
用
を
阻
害
す
る
言
動
な
ど
に
対
し
て
防

止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
取
組
み
と
し
て
代
表
的
な
も

の
と
し
て
は
、
先
述
の
認
定
制
度
の
取
得
（
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
メ
リ
ッ
ト
あ
り
）
の
ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導
入
、
法
で
定
め
る

期
間
を
超
え
た
休
暇
制
度・短
時
間
勤
務
制
度
の
充
実
、

１
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
の
取
得
な
ど
、
育
児
や
介
護

の
事
情
に
対
応
し
や
す
い
就
業
制
度
の
導
入
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
産
業

労
働
局
の
「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」※４
の
取
組
事
例
・
両
立
体
験
談
が
参
考
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

両
立
支
援
の
今
後
の
課
題

両
立
支
援
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
制
度
が
十
分
に
使
わ
れ
て
い
な
い
点
で
す
。
例

え
ば
、「
令
和
３
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
結
果
※５
に

※3　「次世代育成支援対策推進法」により従業員１０１人以上の企業には、行動計画の策定・届出、公表・周知が義務化
※4　https://www.katei-ryouritsu.metro.tokyo.lg.jp/
※5　厚生労働省『令和３年度雇用均等基本調査』（2022年７月）
※6　厚生労働省委託事業『令和元年度仕事と介護の両立等に関する実態把握のための調査研究事業報告書』（2022年3月）

よ
る
と
、
２
０
２
１
年
度
の
育
児
休
業
取
得
率
は
女
性

85
・
１
％
に
対
し
て
、
男
性
は
14
・
０
％
の
状
況
で
す
。

し
か
も
取
得
期
間
は
女
性
は
12
カ
月
〜
18
カ
月
未
満
が

最
も
多
い
の
で
す
が
、
男
性
は
５
日
〜
２
週
間
未
満
が

最
も
多
い
状
況
で
す
。
介
護
に
つ
い
て
も
、「
令
和
元

年
度
仕
事
と
介
護
の
両
立
等
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た

め
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
」※６
に
よ
る
と
、
直
近
１

年
間
に
お
け
る
家
族
の
介
護
を
お
も
な
理
由
と
し
て
退

職
し
た
従
業
員
の
割
合
８
・
４
％
の
う
ち
、
退
職
前
の

介
護
休
業
制
度
の
利
用
者
は
22
・
８
％
、
介
護
休
業
以

外
の
両
立
支
援
制
度
の
利
用
者
は
10
・
９
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
理
由
と
し
て
は
、職
場
（
特
に
上
司
）

の
理
解
不
足
、
会
社
の
周
知
不
足
、
休
業
中
の
収
入
へ

の
不
安
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
は
、
介
護
に
関
す
る
両
立

支
援
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

育
児
・
介
護
休
業
法
の
近
年
の
改
正
の
メ
イ
ン
は
育
児

関
連
で
あ
り
、
ま
た
先
述
の
厚
生
労
働
省
委
託
調
査
で

も
、
介
護
の
た
め
に
勤
務
先
の
制
度
を
利
用
し
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
介
護
休
業
制
度
等
の
両

立
支
援
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
」
が

35
・
５
％
（
現
在
正
社
員
回
答
）
と
最
も
多
い
状
況
で

す
。
今
後
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
必
要
と
な
る
従
業

員
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
仕
事

と
介
護
の
両
立
支
援
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

次
回
は
、「
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

３
段
階
で
、よ
り
高
い
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
く
る
み
ん
認
定
…
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
と
し

て
認
定
す
る
制
度
。
く
る
み
ん
・
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み

ん
・
ト
ラ
イ
く
る
み
ん
の
三
つ
の
認
定
が
あ
る
。

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
度
時
点
で
両
立
支

援
等
助
成
金
と
し
て
次
の
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
（
子
育
て
パ
パ
支
援
助
成

金
）
…
男
性
労
働
者
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

雇
用
環
境
や
業
務
体
制
整
備
を
行
い
、
産
後
８
週
間

以
内
に
開
始
す
る
連
続
５
日
以
上
の
育
児
休
業
を
取

得
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
支
給
。

・
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
…
「
介
護
支
援
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
円
滑
な
介
護
休
業
の
取
得
・
復
帰

に
取
り
組
ん
だ
中
小
企
業
事
業
主
な
ど
に
支
給
。

・
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
…
育
児
休
業
の
円
滑
な
取

得
・
職
場
復
帰
の
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
た
事
業
主

に
支
給
。

企
業
の
施
策

企
業
の
取
組
み
と
し
て
は
、
義
務
化
さ
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
※３
…
事
業
主

が
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め
の

雇
用
環
境
の
整
備
や
、
子
育
て
を
し
て
い
な
い
従
業


